
様式第１（第３条関係）（表面）

特定施設（有害物質貯蔵指定施設）設置（使用，変更）届出書 

令和○○年○○月○○日 

富士市長 ○○ ○○ 様 

〒417-8601
フリガナ  フジシナガタチョウ チョウメ   バンチ

                                              住 所 富士市永田町○丁目○○番地
セイシカブシキガイシャ

届出者        ○○製紙株式会社
 フリガナ 

氏 名 代表取締役社長 ○○ ○○

氏名又は名称及び住所並びに法   

人にあつてはその代表者の氏名

水質汚濁防止法第５条第１項，第２項又は第３項（第６条第１項又は第２項、第７条）      
静岡県生活環境の保全等に関する条例第 35条（第 36条第１項又は第２項、第 37条、第 38条） 

の規定により，特定施設（有害物質貯蔵指定施設）について，次のとおり届け出ます。 

工場又は事業場の名称 ○○製紙株式会社 ○○工場 ※整 理 番 号  

工場又は事業場の所在地
〒417-0001
富士市今泉○○○－○

※受理年月日 年 月 日

県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
３５
条
関
係

第
５
条
第
１
項
関
係

特定施設の種類 ２３（イ）（ヘ）（ト）（チ） ※施 設 番 号  

有害物質使用特定施設の該当の有
無 

 有 □ 無 ■ ※審 査 結 果  

△特定施設の構造 別紙１のとおり。 ※備   考  

△特定施設の設備 
（有害物質使用特定施設の場合に
限る。） 

別紙１の２のとおり。 

△特定施設の使用の方法 別紙２のとおり。 

△汚水等の処理の方法 別紙３のとおり。 

△排出水の汚染状態及び量 別紙４のとおり。 

△排出水に係る用水及び排水の 
系統 

別紙５のとおり。 

県
生
活
環
境
保
全
条
例
第

３６
条
１
項
関
係

第
５
条
第
２
項
関
係

有害物質使用特定施設の種類  

△有害物質使用特定施設の構造 別紙６のとおり。 

△有害物質使用特定施設の使用の
方法 

別紙７のとおり。 

△汚水等の処理の方法 別紙８のとおり。 

△特定地下浸透水の浸透の方法 別紙９のとおり。 

△特定地下浸透水に係る用水及び 
排水の系統 

別紙10のとおり。 

①

《水質汚濁防止法第５条及び第７条に基づく設置変更届》

…特定施設Ｎｏ.２３(イ)パルプ洗浄施設を１基廃止し、

１基増設するという計画の届出



様式第１（裏面）

県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
３６
条
２
項
関
係

第
５
条
第
３
項
関
係

有害物質使用特定施設又は 
有害物質貯蔵指定施設の別 

□ 有害物質使用特定施設 
□ 有害物質貯蔵指定施設 

△有害物質使用特定施設又は 
有害物質貯蔵指定施設の構造 

別紙11のとおり。 

△有害物質使用特定施設又は 
有害物質貯蔵指定施設の設備 

別紙12のとおり。 

△有害物質使用特定施設又は 
有害物質貯蔵指定施設の使用の 
方法 

別紙13のとおり。 

△施設において製造され，使用さ
れ，若しくは処理される有害物質に
係る用水及び排水の系統又は施設
において貯蔵される有害物質に係
る搬入及び搬出の系統 

別紙14のとおり。 

備考 １ 特定施設の種類の欄及び有害物質使用特定施設の種類の欄には，水質汚濁防止法施行令別表第

1及び静岡県生活環境保全等に関する条例施行規則別表第6に掲げる号番号及び名称を記載する

こと。 

   ２ 有害物質使用特定施設の該当の有無の欄には，該当するものにレ印を記入すること。なお，有

害物質使用特定施設に該当しない場合には，別紙１の２を提出することを要しない。  

   ３ 有害物質使用特定施設又は有害物質貯蔵指定施設の別の欄には，該当する施設にレ印を記入す

ること。 

   ４ △印の記載については，別紙によることとし，かつ，できる限り，図面，表等を利用すること。 

   ５ ※印の欄には，記載しないこと。 

   ６ 変更届出の場合には，変更のある部分について，変更前及び変更後の内容を対照させること。 

   ７ 届出書及び別紙の用紙の大きさは，図面，表等やむを得ないものを除き，日本産業規格Ａ４と

すること。 



● 特定施設設置（使用、変更）届出書

・ 届出者の提出部数は２部です。

  １部を市で受付後、控えとしてお返しします。

・ 不要な部分は抹消線（   ）で抹消してください。

  消し方が分からない場合は、受付時に市が記入します。

 <例> 特定施設の設置及び変更の場合（排水を公共用水域へ放流）

特定施設設置（有害物質貯蔵指定施設 ）（ 使用 、変更）届出書

水質汚濁防止法第５条第１項、 第２項又は３項（第６条第１項又は２項 、第７条）

・ 届出者が法人の場合は、その名称と代表者の職名及び氏名を記入してください（代表者名に

は必ずフリガナをお願いします）。

※ 工場長等が代理で提出する場合は、代表者から代理者への委任状を添付してください。

・ 「工場又は事業場の名称」は、略称等ではなくフルネームを記入してください。

・ 「工場又は事業場の所在地」は、当該事業場の所在地を記入してください。

・ 「特定施設の種類」には、当該事業場にある全ての特定施設及びこれから設置しようとする

  特定施設の番号及び名称（水質汚濁防止法施行令別表第１及び県生活環境保全条例施行

  規則別表第６の番号と名称）を記入してください。

・ 「水濁法第５条第２項、県生活環境保全条例第３６条関係」は、有害物質を含む排水を地下

  浸透させようとする場合にのみ該当しますが、有害物質の地下浸透は原則禁止です。

  斜線で抹消してください。

・ 「水濁法第５条第３項、県生活環境保全条例第３６条第２項関係」は、有害物質使用特定施設

  を設置する特定事業場で、排水を全量下水道へ放流する場合又は排水全量を産廃業者回収

  処理する場合に該当します。

  なお、有害物質貯蔵指定施設を設置する事業場は、特定施設設置の有無、汚水排出先に関係

  なく水質汚濁防止法第５条第３項に基づく届出が必要です。また、有害物質貯蔵指定施設を設

  置する事業場は汚水が一切排出されない場合も届出が必要となります。

  これらの施設に該当しない場合は斜線で抹消してください。



別紙１ （変更前）

特定施設の構造 

工場又は事業場に
おける 施 設番号

パルパー
Ｎｏ.１,Ｎｏ.２

ｴｷｽﾄﾗｸﾀｰ
Ｎｏ.１～Ｎｏ.４

漂白塔
Ｎｏ.１

抄紙施設
Ｎｏ.１,Ｎｏ.２,Ｎｏ.３

特 定施 設号 番号
及 び 名 称

２３(イ) 
原料浸せき施設

２３(ヘ) 
パルプ洗浄施設

２３(ト)漂白施設 ２３(チ)抄紙施設

型 式
パルパー
○○製

○○-○型

ｴｷｽﾄﾗｸﾀｰ
○○製

○○○○型

漂白塔
○○製

○○○-○型

丸網ヤンキー
○○○○製
○○-○型

構 造
鉄製

    縦型
バッチ式

ステンレス製
回転式

ステンレス製
縦型

バッチ式

鉄製
塗工装置式

主 要 寸 法
３ｍφ×３ｍ
(容積２０％) 

４ｍφ×１５ｍ ４ｍφ×１５ｍ
ワイヤー幅

１.２ｍ

能 力 １００ｔ /日・基 ５０ｔ /日・基 ８０ｔ /日・基 ３０ｔ /日・基

配 置 別紙図面１のとおり 別紙図面１のとおり 別紙図面１のとおり 別紙図面１のとおり

設 置 年 月 日 昭和５６年７月２０日 昭和５６年７月２０日 昭和５６年７月２０日 昭和５６年７月２０日

工事着手予定年月日   年   月   日   年   月   日   年   月   日   年   月   日 

工事完成予定年月日   年   月   日   年   月   日   年   月   日   年   月   日 

使用開始予定年月日   年   月   日   年   月   日   年   月   日   年   月   日 

その他参考となる
べき事項 

同一施設の数:２基 同一施設の数:４基
１基廃止(３号機)
廃止予定日：
令和２年９月１３日

同一施設の数：１基 同一施設の数:３基

備考 １ 配置の欄には，当該特定施設及びこれに関連する主要機械又は主要装置の配置を記載すること。 

２ その他参考となるべき事項の欄には，当該特定施設が有害物質使用特定施設に該当する場合には，施設の床面及び周囲の構造 

  等を記載すること。 



別紙１ （変更後）

特定施設の構造 

工場又は事業場
に 

おける施設番号

パルパー
Ｎｏ.１,Ｎｏ.２

ｴｷｽﾄﾗｸﾀｰ
Ｎｏ.１,２,４

ﾄﾞﾗﾑｽｸﾘｰﾝ
Ｎｏ.１

漂白塔
Ｎｏ.１

抄紙施設
Ｎｏ.１,Ｎｏ.２,Ｎｏ.３

特定施設号番号
及 び 名 称

２３(イ)原料
浸せき施設

２３(ヘ)パルプ洗浄施設
２３(ト) 

漂白施設
２３(チ) 

抄紙施設

型 式
パルパー
○○製

○○-○型

ｴｷｽﾄﾗｸﾀｰ
○○製

○○○○型

ﾄﾞﾗﾑｽｸﾘｰﾝ
○○製
○○-型

漂白塔
○○製

○○○-○型

丸網ヤンキー
○○○○製
○○-○型

構 造
鉄製

   縦型
バッチ式

ステンレス製
回転式

ステンレス製
ステンレス製

縦型
バッチ式

鉄製
塗工装置式

主 要 寸 法
３ｍφ×３ｍ
(容積２０％) 

４ｍφ×１５ｍ ４ｍφ×１５ｍ ４ｍφ×１５ｍ
ワイヤー幅

１.２ｍ

能 力 １００ｔ /日・基 ５０ｔ /日・基 ４５ｔ /日・基 ８０ｔ /日・基 ３０ｔ /日・基

配 置
別紙図面１の

とおり
別紙図面１の

とおり
別紙図面１の

とおり
別紙図面１の

とおり
別紙図面１の

とおり

設 置 年 月 日 昭和５６年７月２０日 昭和５６年７月２０日  年 月 日 昭和５６年７月２０日 昭和５６年７月２０日

工事着手予定年月日  年 月 日  年 月 日 令和２年９月１３日  年 月 日  年 月 日 

工事完成予定年月日  年 月 日  年 月 日 令和２年９月３０日  年 月 日  年 月 日 

使用開始予定年月日  年 月 日  年 月 日 令和２年１０月１日  年 月 日  年 月 日 

その他参考とな
るべき事項 

同 一 施 設 の
数:２基

同 一 施 設 の
数:３基

同 一 施 設 の
数:１基

  新  設

同 一 施 設 の
数：１基

同 一 施 設 の
数:３基

備考 １ 配置の欄には，当該特定施設及びこれに関連する主要機械又は主要装置の配置を記載すること。 

２ その他参考となるべき事項の欄には，当該特定施設が有害物質使用特定施設に該当する場合には，施設の床面及び周囲の構造 

  等を記載すること。 



● 別紙１ 特定施設の構造

・ 当該事業場にある全ての特定施設について（増設等の場合、既設分についても）記入してくだ

  さい。

  変更等がある場合は、変更前／後を対照させるように記載し、表の右上に変更前／後を記載

  してください（添付する図面についても対照させてください。）

・ 「工場又は事業場における施設番号」には、当該工場又は事業場内の全施設のうち、当該

  特定施設を特定するために当該工場又は事業場において用いている番号、名称等があれば

  それを記入してください。

・ 「特定施設の番号及び名称」には、水濁法施行令及び県生活環境保全条例施行規則での番号

  と名称を記入してください。

・ 「形式」には、具体的な装置名、メーカー名及び型番号等を記入してください。

・ 「構造」には、装置の材質、方式等を記入してください。

・ 「能力」には、生産能力、処理能力、容量等を記入してください。

・ 「配置」には、建屋内のどの位置に特定施設があるかを記入してください。

  別添図面で図示しても結構です。

・ 「設置年月日」には、既設の特定施設の設置年月日を記入します。

  通常は、当該施設を設置した時の工事着手日を記載します。

・ 「工事着手予定年月日」 「工事完成予定年月日」 「使用開始予定年月日」には、新設の特定

  施設の場合、既設の特定施設を改造する場合等に記入します。

※ 受付日より６０日間は工事着手を行うことはできません。

  工事着手予定年月日と市の受付日との間に、中６０日以上空くようにゆとりをもって届出を行っ

  てください。

※ 実施制限期間短縮願について、当市では原則、放流水質を改善させる工事等の場合に受理

  しており、特定施設を増設する場合や、負荷量が増加する場合には受理していません。

・ 「その他参考となるべき事項」には、同一施設の数等を記入してください。



別紙２ （変更前）

特定施設の使用の方法 

工場又は事業場に

お ける 施 設 番号

パルパー
Ｎｏ.１,Ｎｏ.２

ｴｷｽﾄﾗｸﾀｰ
Ｎｏ.１～Ｎｏ.４

漂白塔
Ｎｏ.１

抄紙施設
Ｎｏ.１,Ｎｏ.２,Ｎｏ.３

特 定 施 設 番 号

及 び 名 称

２３(イ) 
原料浸せき施設

２３(ヘ) 
パルプ洗浄施設

２３(ト)漂白施設 ２３(チ)抄紙施設

設 置 場 所 別紙図面１のとおり 別紙図面１のとおり 別紙図面１のとおり 別紙図面１のとおり

操 業 の 系 統 別紙資料のとおり 別紙資料のとおり 別紙資料のとおり 別紙資料のとおり

使 用 時 間 間 隔 ８：００～１６：００ ７：００～７：００ ７：００～７：００ ７：００～７：００

1 日 当 た り の

使 用 時 間
８時間 ２４時間 ２４時間 ２４時間

使用の季節的変動 なし なし なし なし

原材料（消耗資材を

含む。）の種類，使

用方法及び1日当

たりの使用量 

(１基あたり) 

古紙（パルプ原料）

  １００ｔ /日

苛性ソーダ(離解剤) 

  ４００ｋｇ/日

界面活性剤(離解剤) 

   ３０ｋｇ/日

(１基あたり) 

古紙パルプ

(パルプ洗浄) 

   ８０ｔ /日

(１基あたり) 

古紙パルプ

(漂白洗浄) 

   ８０ｔ /日

過酸化水素

(漂白洗浄) 

   ８００ｋｇ/日

(１基あたり) 

古紙パルプ

(抄紙) 

   ８０ｔ /日

汚
水
等
の
汚
染
状
態 

種類・項目 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 

pH ８～９ ８～９ ８～９

COD (mg/L) ５５０ ６００ ４００ ４５０ １３０ １５０

SS (mg/L) ２２００ ２５００ １５００ １８００ ３００ ３５０

汚 水 等 の 量

（  ／ 日 ）

通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 

０ ０ ２５００ ３０００ ２０００ ２２００ ４０００ ４３００

そ の 他 参 考 と

な る べ き 事 項

苛性ソーダ

１０％溶液

１基廃止(３号機)

令和２年９月１３日

過酸化水素水

２％溶液

備考 汚水等の汚染状態の欄には，当該特定事業場の排出水に係る排水基準に定められた事項について記載すること。 



別紙２ （変更後）

特定施設の使用の方法 

工場又は事業場に

おける施設番 号

パルパー
Ｎｏ.１,Ｎｏ.２

ｴｷｽﾄﾗｸﾀｰ
Ｎｏ.１,２,４

ﾄﾞﾗﾑｽｸﾘｰﾝ

Ｎｏ.１
漂白塔
Ｎｏ.１

抄紙施設
Ｎｏ.１,Ｎｏ.２,Ｎｏ.３

特 定 施 設 番 号

及 び 名 称

２３(イ)原料
浸せき施設

２３(ヘ)パルプ洗浄施設
２３(ト) 

漂白施設
２３(チ) 

抄紙施設

設 置 場 所 別紙図面１のとおり 別紙図面１のとおり 別紙図面１のとおり 別紙図面１のとおり 別紙図面１のとおり

操 業 の 系 統 別紙資料のとおり 別紙資料のとおり 別紙資料のとおり 別紙資料のとおり 別紙資料のとおり

使 用 時 間 間 隔
８：００～１６：０

０
７：００～７：００ ７：００～７：００ ７：００～７：００ ７：００～７：００

1 日 当 た り の

使 用 時 間
８時間 ２４時間 ２４時間 ２４時間 ２４時間

使用の季節的変動 なし なし なし なし なし

原材料（消耗資材を

含む。）の種類，使

用方法及び1日当

たりの使用量 

(１基あたり) 

古 紙 （ パ ル プ 原

料）

１００ｔ /日

苛性ソーダ

(離解剤) 

４００ｋｇ/日

界面活性剤(離

解剤)３０ｋｇ/日

(１基あたり) 

古紙パルプ

(パルプ洗浄)

  ８０ｔ /日

(１基あたり) 

古紙パルプ

(パルプ洗浄)

  ８０ｔ /日

(１基あたり) 

古紙パルプ

(漂白洗浄) 

  ８０ｔ /日

過酸化水素

(漂白洗浄) 

 ８００ｋｇ/日

(１基あたり) 

古紙パルプ

(抄紙) 

８０ｔ /日

汚
水
等
の
汚
染
状
態 

通常 最大 通常 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 

８～９ ８～９ ８～９ ８～９

５５０ ６００ ５５０ ６００ ４００ ４５０ １３０ １５０

２２００ ２５００ ２２００ ２５００ １５００ １８００ ３００ ３５０

汚 水 等 の 量

（  ／ 日 ）

通常 最大 通常 通常 最大 通常 最大 最大 通常 最大 

０ ０ １８７５ ２２５０ ６２５ ７５０ ２０００ ２２００ ４０００ ４３００

そ の 他 参 考 と

な る べ き 事 項

苛性ソーダ

１０％溶液

新 設 過酸化水素

水２％溶液

備考 汚水等の汚染状態の欄には，当該特定事業場の排出水に係る排水基準に定められた事項について記載すること。 



● 別紙２ 特定施設の使用の方法

・ 変更等がある場合は、変更前／後を対照させるように記載し、表の右上に「変更前」「変更後」

  と記載してください。（添付する図面についても対照させてください）

・ 「工場又は事業場における施設番号」「特定施設番号及び名称」については、別紙１と同じもの

  を記入してください。

・ 「操業の系統」には、特定施設を含む操業の系統について記入してください。

・ 「使用の季節変動」には、使用時間等に季節変動がある場合、変動の状況を記入してくださ

  い。変動がない場合は、なしと記入してください。

・ 「原材料（消耗資材を含む）の種類、使用方法及び１日当たりの使用量」には、特定施設を含む

  作業工程において使用する原材料（消耗資材を含む）の種類、使用方法及び１日当たりの使用

  量について記入してください。特に、有害物質、重金属等を含む原材料等は正確に記入してく

  ださい。

・ 「汚水等の汚染状態」には、特定施設の使用時において、当該特定施設から排出される汚水、

  廃液等について、ｐＨ、ＢＯＤ（またはＣＯＤ）、ＳＳの他、有害物質や重金属を使用している場合

  は、それらの項目についても記入してください。

  汚水等を循環使用、産廃業者回収処理する場合も汚染状態を記入してください。

  実測データに即して記入できない場合は、計算値等により記入してください。

・ 「汚水等の量」には、当該特定施設から排出される汚水や廃液等の量を記入してください。

  （当該特定事業場全ての排水量ではないので注意してください）

  その際、「汚水等の量」が、別紙３（汚水等の処理の方法）、別紙４（排出水の汚染状態および

  量）、別紙５（用水及び排水の系統に記載した水量）と整合性がとれていることを確認してくだ

  さい。

・ 「その他参考となるべき事項」には、汚水等が循環使用される場合や廃棄物として産廃業者

  回収処理される場合はその旨とともに、回収、引き抜き等の頻度や回収引き抜き量を記入して

  ください。

  上記内容の他に、当該特定施設以外の施設及び工程等で有害物質を使用している場合には、

  その物質名や使用量等を記入してください。



別紙３ （変更なし）

汚水等の処理の方法 

工 場 又 は 事 業 場 に

お け る 施 設 番 号

Ｎｏ.１排水処理施設

（凝集沈殿槽）

Ｎｏ.２排水処理施設

（活性汚泥槽）

処 理 施 設 の

設 置 場 所
別紙図面１のとおり 別紙図面１のとおり

設 置 年 月 日 昭和５６年 ７月 ２０日 平成１２年 ８月 １０日

工 事 着 手 予 定 年 月 日  年   月   日   年   月   日 

工 事 完 成 予 定 年 月 日  年   月   日   年   月   日 

使 用 開 始 予 定 年 月 日  年   月   日   年   月   日 

種 類 及 び 型 式 連続式 自動連続式

構 造 コンクリート製 コンクリート製

主 要 寸 法 １０ｍφ×８ｍ 曝気槽４０ｍ×１０ｍ×５ｍ

能 力 １０,０００ｍ3/日 １０，０００ｍ3/日

処 理 の 方 式 凝集沈殿処理 生物処理

処 理 の 系 統 別紙図面２のとおり 別紙図面２のとおり

集 水 及 び 導 水 の 方 法 別紙図面２のとおり 別紙図面２のとおり

使 用 時 間 間 隔 連続 連続

１日当たりの使用時間 ２４時間 ２４時間

使 用 の 季 節 変 動 なし なし

消 耗 資 材 の

１ 日 当 た り の

用 途 別 使 用 量

凝集剤

 硫酸バンド ３００ｋｇ/日

高分子凝集剤 ５０ｋｇ/日

活性汚泥栄養剤

 アンモニア水 １５００ｋｇ

りん酸    ５０ｋｇ

汚

水

等

の

汚

染

状

態

及

び

量

種 類 ・ 項 目
通 常 最 大 通 常 最 大 

処 理 前 処 理 後 処 理 前 処 理 後 処 理 前 処 理 後 処 理 前 処 理 後

        pH 

        COD（mg/L） 

        SS（mg/L） 

８～９

４５０

１３００

６～８

２００

８０

５００

１５００

３００

１００

６～８

２００

８０

６～８

４００

１０００

３００

１００

４５０

１２００

量（ｍ３／日） ８５００ ８５００ ９０００ ９０００ ８５００ ８５００ ９０００ ９０００

残さの種類、１月間の種類

別生成量及び処理方法

ペーパースラッジ絶乾５００トン

(１４００ｔ、水分６４％) 
返送（Ｎｏ.１排水処理施設へ）

排 出 水 の 排 出 方 法 全量Ｎｏ.２排水処理施設へ 全量Ｎｏ.３排水処理施設へ

その他参考となるべき事項
自社焼却後、焼却灰は産廃処理

業者にて処理（灰:１００ｔ /月）

備考 1 汚水等の汚染状態の欄には，当該特定事業場の排出水に係る排水基準に定められた事項について記載すること。 

    2  排出水の排出方法の欄には，排出口の位置及び数並びに排出先を含め記載すること。 



別紙３ （変更なし）

汚水等の処理の方法 

工 場 又 は 事 業 場 に

お け る 施 設 番 号

Ｎｏ.３排水処理施設

（凝集沈殿槽）

処 理 施 設 の

設 置 場 所
別紙図面１のとおり

設 置 年 月 日 平成１２年   ８月 １０日 年   月   日 

工 事 着 手 予 定 年 月 日   年   月   日 年   月   日 

工 事 完 成 予 定 年 月 日   年   月   日 年   月   日 

使 用 開 始 予 定 年 月 日   年   月   日 年   月   日 

種 類 及 び 型 式 連続式

構 造 コンクリート製

主 要 寸 法 １２ｍφ×８ｍ

能 力 １０，０００ｍ3/日

処 理 の 方 式 凝集沈殿処理

処 理 の 系 統 別紙図面２のとおり

集 水 及 び 導 水 の 方 法 別紙図面２のとおり

使 用 時 間 間 隔 連続

１ 日 当 た り の 使 用 時 間 ２４時間

使 用 の 季 節 変 動 なし

消 耗 資 材 の

１ 日 当 た り の

用 途 別 使 用 量

凝集剤

 硫酸バンド ３００ｋｇ/日

高分子凝集剤 ５０ｋｇ/日

汚

水

等

の

汚

染

状

態

及

び

量

種 類 ・ 項 目
通 常 最 大 通 常 最 大 

処 理 前 処 理 後 処 理 前 処 理 後 処 理 前 処 理 後 処 理 前 処 理 後

        pH 

        COD（mg/L） 

        SS（mg/L） 

６～８

４００

１０００

６～８

４０

３０

４５０

１２００

５０

５０

量（ｍ３／日） ８５００ ８５００ ９０００ ９０００

残さの種類、１月間の種類別

生 成 量 及 び 処 理 方 法

ペーパースラッジ絶乾５００ｔ

(１４００ｔ、水分６４％) 

排 出 水 の 排 出 方 法 全量総合排水口へ

その他参考となるべき事項
自社焼却後、焼却灰は産廃処理

業者にて処理（灰:１００ｔ /月）

備考 1 汚水等の汚染状態の欄には，当該特定事業場の排出水に係る排水基準に定められた事項について記載すること。 

    2  排出水の排出方法の欄には，排出口の位置及び数並びに排出先を含め記載すること。 



● 別紙３ 汚水等の処理の方法

・ 当該事業場にある全ての処理施設（浄化槽等含む）について記入してください。

  変更等がある場合は、変更前／後を対照させるように記載し、表の右上に「変更前」「変更後」  

  と記載してください。（添付する図面についても対照させてください）

・ 「工場又は事業場における施設番号」には、当該工場又は事業場内の全施設のうち、当該

  処理施設を特定するために当該工場又は事業場において用いている番号、名称等があれば

  それを記入してください。

・ 「設置年月日」には、既設の処理施設の設置年月日を記入します。

  通常は、当該施設を設置した時の工事着手日を記載します。

・ 「工事着手予定年月日」「工事完成予定年月日」「使用開始予定年月日」には、新設の処理

  施設の場合、既設の処理施設を改造する場合等に記入します。

※ 受付日より６０日間は工事着手を行うことはできません。工事着手予定年月日と市の受付日と

  の間に、中６０日以上空くようにゆとりをもって届出を行ってください。

※ 実施制限期間短縮願について、当市では、原則、放流水質を改善させる工事等の場合に受理

  しており、特定施設を増設する場合や、負荷量が増加する場合には受理していません。

・ 「処理の系統」には、処理のプロセスを簡潔に記入してください。

  別添図面で図示しても構いません。

・ 「集水及び導水の方法」には、各汚水の処理施設までの集水及び導水の方法について記入

  してください。

  別添図面で図示しても構いません。

・ 「消耗資材の１日当たりの用途別使用量」には、汚水等の処理施設において中和、凝集、酸化

  その他の反応の用に供する消耗資材の１日当たりの用途別使用量を記入してください。

・ 「汚水等の汚染状態及び量」には、当該処理施設で処理される汚水等の処理前／後の水量

  及び水質を記入してください。

  汚水等の量については、別紙２特定施設の使用の方法、別紙４排出水の汚染状態および量、

  別紙５（用水及び排水の系統に記載した水量）と整合性がとれていることを確認してください。

  （処理施設を通らない冷却水等がある場合は、別紙４の排出量、水質と必ずしも同じ値になる

  とは限りません）

  実測データに即して記入できない場合は、計算値等により記入してください。

・ 「残さの種類、１月間の種類別生成量及び処理方法」には、汚水等の処理によって生ずる残さ

  の種類（例．ペーパースラッジ、浄化槽汚泥，金属スラッジ等）及び１月間の種類別生成量並び

  にその処理の方法の概要を記入してください。

・ 「排出水の排出方法」には、処理施設排出水の排出先を記入してください。



別紙４ （変更なし）

排 出 水 の 汚 染 状 態 及 び 量 

工 場 又 は 事 業 場 に

お け る 施 設 番 号
総合排水口

排

出

水

の

汚

染

状

態

種 類 ・ 項 目 通 常 最 大 通 常 最 大 

        pH 

        COD（mg/L） 

        SS（mg/L） 

６.０～８.０

４０

３０

５０

５０

排出水の量（ｍ ３ / 日）

通 常 最 大 通 常 最 大 

８５００ ９０００

その他参考となるべき事項

排出水の排出先 

（ 岳南排水路２号 ）を経て 

      川  

 （ 田子の浦港 ） へ 

海 

排出水の排出先 

（      ）を経て 

川 

  （      ） へ 

海 

備考 排出水の汚染状態の欄には，当該特定事業場の排出水に係る排水基準に定められた事項について記載すること。 



● 別紙４ 排出水の汚染状況及び量

・ 当該事業場等から公共用水域に水を排出する全ての排出口について、各々の排出口別に

  記入してください。（工程排水のみならず、冷却水、生活系排水、雨水等も含む）

  変更等がある場合は、変更前／後を対照させるように記載し、表の右上に「変更前」「変更後」

  と記載してください。

・ 「工場又は事業場における施設番号」には、当該工場又は事業場内の全施設のうちから当該

排水口を特定するために当該工場又は事業場において用いている番号、名称等があればそれ

を記入してください。

その際、添付図面等に記載した表示と一致させてください。<例>総合排水口、場外東排水口

・ 「排出水の汚染状況」には、ｐＨ、ＢＯＤ（またはＣＯＤ）、ＳＳの他、当該特定事業場で使用して

  いる有害物質及び重金属並びに処理施設で処理している物質等について、各項目の水質の

  通常値（通常の操業状態の平均的な値）と最大値を記入してください。

  実測データに即して記入できない場合は、計算値等により記入してください。

・ 「排出水の量」には、各排水口毎に排出水の量を記入してください。実測データがない場合は、

  用水量等により記入してください。

  排出水の量については、別紙２（特定施設の使用の方法）、別紙３（汚水等の処理の方法）、

  別紙５（用水及び排水の系統）に記載した水量と整合性がとれていることを確認してください。

・ 「その他参考となるべき事項」内の「排出水の排出先」には、（ ）内に河川等の名称を記入して

  ください。

最終の排出先について、 河川排出の場合は、名前が明確な（生活環境の保全に関する環境

基準の類型指定がされているような）１級又は２級河川等を記入してください。

<例> 側溝や水路を経由して海又は湖に排出している場合

      …（ 側溝 ） を経て （ 潤井 ）川 へ

      直接に海又は湖に排出している場合

       … （    ） を経て （ 直接 駿河湾 ） へ

★ 排水負荷量の増加について

当市では、既設の特定事業場について、原則排水負荷量の増加を認めておりません。

   排水量の増加、届出項目の追加等により排水負荷量が増加する可能性がある場合につい

   ては、実情に合わせて届出値の変更等を指導しておりますので、事前に御相談願います。

   （協議の結果、負荷量を増加する場合は、変更する９０日前までに事前協議書を提出する

   必要がある場合があります。）

   また、新設予定の特定事業場の場合も、届出値については事前に御相談願います。



別紙５ （変更前）

用 水 及 び 排 水 の 系 統 

用水及び排水の系統
ポーチャー 晒しタワー

古紙
＝特定施設

パルパー
工業用水　3000/3000

井戸水　5500/6000

ポーチャー

マシンチェスト

除じんスクリーン

エキストラクター

水量　2500/3000

COD　550/600

 SS　2200/2500

エキストラクター
水量　2000/2200

COD　400/450

 SS　1500/1800

チェスト

抄紙機
水量　4000/4300

COD　130/150

 SS　300/350

岳南排水路

水量　8500/9500

汚水処理施設

水量　8500/9500

COD　40/50 COD　450/500

 SS　30/50  SS　1300/1500

用 途 別 用 水 使 用 量

用   途 使 用 水 用水使用量（ｍ３／日）

製造工程水 工業用水 ３０００/３０００

製造工程水 井戸水 ５５００/６０００



別紙５ （変更後）

用 水 及 び 排 水 の 系 統 

用水及び排水の系統

抄紙機
水量　4000/4300

COD　130/150

 SS　300/350

岳南排水路

水量　8500/9500

汚水処理施設

水量　8500/9500

COD　40/50 COD　450/500

 SS　30/50  SS　1300/1500

マシンチェスト

除じんスクリーン

エキストラクター・

ドラムスクリーン

水量　2500/3000

COD　550/600

 SS　2200/2500

エキストラクター
水量　2000/2200

COD　400/450

 SS　1500/1800

チェスト

ポーチャー 晒しタワー

古紙
＝特定施設

パルパー
工業用水 3000/3000

井戸水　5500/6000

ポーチャー

用 途 別 用 水 使 用 量

用   途 使 用 水 用水使用量（ｍ３／日）

製造工程水 工業用水 ３０００/３０００

製造工程水 井戸水 ５５００/６０００



参考事項

※業     種 

（ 分 類 項 目 名 ）
製紙業 ※ 細 分 類 番 号 ○ ○ ○ ○

主 要 製 品 トイレットペーパー

担 当 部 課 係 名 工務部動力課環境管理係

フ リ ガ ナ フジ タロウ

担 当 者 職 氏 名 富士 太郎

フ リ ガ ナ フジ ジロウ

公 害 防 止 管 理 者 富士 次郎

工場又は事業場の

従 業 員 数
  １００ 人 工場又は事業場の

電 話 番 号
０５４５-○○-○○○○

資 本 金 ５００ 百万円

本 社 電 話 番 号 ０５４５-○○-○○○○水質汚濁防止法に

よ る 初 回 届 出
昭和５６年 １２月 １０日

環境マネジメントシ

ス テ ム 導 入 の 有 無

（自社構築を含む）

無・有
審査登録 機関名：

      自社構築          年   月   日 登録・構築

今

回

の

届

出

の

概

要

Ｎｏ.２３(へ)パルプ洗浄施設 エキストラクター １基廃止

Ｎｏ.２３(へ)パルプ洗浄施設 ドラムスクリーン １基設置  に伴う設置変更届です。

今回の特定施設の設置変更に伴い、排水量及び排水負荷量の変更はありません。

規

模

要

件

の

あ

る

も

の

特定施設 

番  号 
要 件 規 模

特定施設 

番  号 
要 件 規 模 

１の２（イ) 豚房の総面積 ｍ２ ６ ６ の ６
業 務 の 用 に 供 す る

部 分 の 総 面 積
ｍ２

１の２(ロ) 牛房の総面積 ｍ２ ６ ６ の ７ 同上 ｍ２

１の２(ハ) 馬房の総面積 ｍ２ ６ ８ の ２ 病 床 数 床

６ ４ の ２ 浄 水 能 力 ｍ３／日 ６ ９ の ３
水 産 物 に係 る

売 場 面 積
ｍ２

６ ６ の ３
業 務 の 用 に 供 す る

部 分 の 総 床 面 積
ｍ２ ７ ０ の ２

屋 内 作 業場 の

総 床 面 積
ｍ２

６ ６ の ４ 同上 ｍ２ ７ １ の ３
焼 却 能 力

火 格 子 面 積

kg／時

ｍ２ 

６ ６ の ５ 同上 ｍ２ ７ ２  人 槽 人槽 

市町村役場 

 記 入 欄 
所 属 水 域

下 水 道 処 理

区 分 の 有 無
  有 ・ 無  

※ 業種欄は、日本標準産業分類（平成５年１０月改訂版）による細分類番号、分類項目名を記入すること。 



● 別紙５ 用水及び排水の系統

・ 「用水及び排水の系統」には、フロー図等で当該特定事業場の全ての用水及び排水の系統を

  記入してください。水量及び水質についても記入してください。（用水は青、排水は赤で色分け

  をしてください）

  別添図面でフロー図等を添付しても構いません。

  変更等がある場合は、変更前／後を対照させるように記載し、表の右上に「変更前」「変更後」

  と記載してください。（添付する図面についても対照させてください）

  水量については、別紙２（特定施設の使用の方法）、別紙３（汚水等の処理の方法）、別紙４（排

  出水の汚染状態及び量）に記載した水量と整合性がとれていることを確認してください。

・ 「用途」には用水の使用用途（ボイラー用水、原料用水、洗浄水、冷却水等）を記入して下さい。

・ 「使用水」には、用水の種類（上水道、工業用水、地下水、河川水、海水等）を記入して下さい。

・ 「用水使用量」には、使用する水量の平均水量、最大水量を記入してください。

※ 参考事項

・ 「業種」「細分類番号」には、日本標準産業分類により、当該特定事業場が該当する分類項目

  及び細分類番号を記入してください。

・ 「担当部課係名」「担当者職氏名」には,当該届出に係る担当部課係名及び担当者の職氏名

  （＝届出内容の問い合わせ先）を記入してください。

・ 「公害防止管理者」には、『特定工場における公害防止組織の整備に関する法律』に基づいて

  公害防止管理者を選任している場合に記入してください。

・ 「工場又は事業場の従業員数」には、当該特定事業場において常時使用している従業員数

  （パート含む）を記入してください。

・ 「水質汚濁防止法による初回届出」には、当該特定施設に係る最初の設置届の受理年月日

  （市の受付年月日）を記入してください。

・ 「規模要件のあるもの」には、特定施設番号に掲げている施設を持つ工場等のみ、その右欄に

  掲げている要件の規模を記入してください。「市町村記入欄」は、記入不要です。

その他必要な添付資料

・ 工場敷地図 （特定施設、処理施設の配置、水質測定個所、用排水の流れを示したもの）

・ 新設施設（特定施設及び処理施設）の構造図面、計算書などの資料等

  ・ 工場案内図

  ・ その他（環境保全課との協議により提出を求められたもの）

  ※ 変更等がある場合は、変更前／後を対照させるように記載し、表の右上に「変更前」「変更

    後」と記載してください。


